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  (百万円未満切捨て)

１．平成26年12月期第３四半期の連結業績（平成26年１月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年12月期第３四半期 17,242 15.1 569 169.3 562 175.5 354 219.7 

25年12月期第３四半期 14,979 20.9 211 94.2 204 94.1 110 56.9 
 
（注）包括利益 26年12月期第３四半期 356 百万円 （225.1％）   25年12月期第３四半期 109 百万円 （48.5％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年12月期第３四半期 171.72 165.33 

25年12月期第３四半期 56.50 56.34 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年12月期第３四半期 5,932 2,122 35.5 1,014.26 

25年12月期 6,620 1,776 26.8 869.09 
 
（参考）自己資本 26年12月期第３四半期 2,104 百万円   25年12月期 1,772 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年12月期 － 11.50 － 11.50 23.00 

26年12月期 － 13.50 －     

26年12月期（予想）       18.50 32.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有    

 

３．平成26年12月期の連結業績予想（平成26年１月１日～平成26年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,700 5.5 580 72.6 575 75.6 360 97.1 174.69 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年12月期３Ｑ 2,074,800 株 25年12月期 2,039,400 株 

②  期末自己株式数 26年12月期３Ｑ － 株 25年12月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期３Ｑ 2,063,787 株 25年12月期３Ｑ 1,962,000 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時 

点において、四半期連結財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断 

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は 

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注 

意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外景気の下振れ懸念はあるものの、積極的な経済政策や金

融政策への期待感から円安・株高が進行し、企業の設備投資も徐々に改善の兆しが表れるなど、景気は回復傾向で

推移いたしました。

 当社グループが属するコンピュータ販売業界におきましては、Windows XPのサポート終了に伴う切り替え需要が

顕在化いたしました。

 このような状況の下、当社グループは強みである在庫戦略を積極的に展開し、価格優位性を活かした在庫商品の

販売に注力してまいりました。

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,242,048千円（前年同四半期比15.1％増）、経常利益は

562,688千円（前年同四半期比175.5％増）、四半期純利益は354,392千円（前年同四半期比219.7％増）となりまし

た。

① 情報機器販売事業

 Windows XPのサポート終了に伴う切り替え需要により、法人向けコンピュータ市場においては、商品の供給が

一部不足する状況も見られました。当社グループは独自の在庫戦略によって商品の確保に努め、販売機会を逃す

ことなく販売台数を順調に伸ばし、売上高は13,436,440千円（前年同四半期比16.2％増）、営業利益は549,387 

千円（前年同四半期比133.2％増）となりました。

② アスクルエージェント事業

 既存取引先の稼働促進や新規取引の拡大が順調に推移し、また、消費税増税前の駆け込み需要もあったため、

売上高は3,805,607千円（前年同四半期比11.5％増）、営業利益20,266千円（前年同四半期は営業損失23,894千 

円）となりました。

③ その他

 その他におきましては派遣事業を行っておりましたが、平成25年３月以降同サービスに係る売上高は計上されて

おりません。

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

 当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、5,556,934千円（前連結会計年度末は6,199,299千円）とな

り、642,364千円減少いたしました。受取手形及び売掛金、商品が減少したことが大きな要因であります。

（固定資産）

 当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、375,797千円（前連結会計年度末は421,505千円）となり、

45,708千円減少いたしました。無形固定資産が減少したことが大きな要因であります。

（流動負債）

 当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、3,076,232千円（前連結会計年度末は3,979,658千円）とな

り、903,425千円減少いたしました。買掛金が減少したことが大きな要因であります。

（固定負債）

 当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、734,155千円（前連結会計年度末は864,720千円）となり、

130,564千円減少いたしました。長期借入金が減少したことが大きな要因であります。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ345,916千円増加し、2,122,343千円とな

りました。自己資本比率は26.8％から35.5％に増加しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年７月22日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました業績予想を修正しております。

具体的な内容につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知

らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,445,884 2,010,053 

受取手形及び売掛金 3,266,193 2,557,941 

電子記録債権 272,587 189,683 

商品 1,132,389 730,727 

その他 90,702 75,012 

貸倒引当金 △8,457 △6,483 

流動資産合計 6,199,299 5,556,934 

固定資産    

有形固定資産 38,062 45,587 

無形固定資産 288,864 213,194 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,268 24,163 

その他 161,274 164,873 

貸倒引当金 △77,963 △72,021 

投資その他の資産合計 94,579 117,015 

固定資産合計 421,505 375,797 

資産合計 6,620,805 5,932,731 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,263,732 2,166,283 

短期借入金 - 120,000 

1年内返済予定の長期借入金 436,003 427,608 

未払法人税等 106,481 131,924 

賞与引当金 45,551 19,527 

その他 127,889 210,889 

流動負債合計 3,979,658 3,076,232 

固定負債    

長期借入金 848,661 717,905 

その他 16,059 16,250 

固定負債合計 864,720 734,155 

負債合計 4,844,378 3,810,388 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 261,578 275,172 

資本剰余金 234,672 248,230 

利益剰余金 1,275,955 1,578,966 

株主資本合計 1,772,206 2,102,369 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 216 2,016 

その他の包括利益累計額合計 216 2,016 

新株予約権 4,004 17,957 

純資産合計 1,776,426 2,122,343 

負債純資産合計 6,620,805 5,932,731 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 14,979,831 17,242,048 

売上原価 13,211,688 15,028,171 

売上総利益 1,768,142 2,213,877 

販売費及び一般管理費 1,556,642 1,644,223 

営業利益 211,500 569,654 

営業外収益    

受取利息 294 663 

受取配当金 610 516 

広告料収入 1,129 1,400 

その他 1,016 1,423 

営業外収益合計 3,051 4,004 

営業外費用    

支払利息 7,324 9,109 

支払手数料 2,700 1,680 

その他 316 180 

営業外費用合計 10,340 10,969 

経常利益 204,210 562,688 

税金等調整前四半期純利益 204,210 562,688 

法人税、住民税及び事業税 88,923 200,008 

法人税等調整額 5,907 8,287 

法人税等合計 94,830 208,295 

少数株主損益調整前四半期純利益 109,379 354,392 

少数株主損失（△） △1,470 - 

四半期純利益 110,849 354,392 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 109,379 354,392 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 184 1,799 

その他の包括利益合計 184 1,799 

四半期包括利益 109,564 356,192 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 111,034 356,192 

少数株主に係る四半期包括利益 △1,470 - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

情報機器販
売事業 

アスクルエ
ージェント

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 11,565,667 3,413,475 14,979,143 687 14,979,831 － 14,979,831 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 11,565,667 3,413,475 14,979,143 687 14,979,831 － 14,979,831 

セグメント利益又は 

損失 
235,589 △23,894 211,695 △195 211,500 － 211,500 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、派遣事業を含んでおります。

   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  のれんについては、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）１ 
 

情報機器販
売事業 

アスクルエ
ージェント

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 13,436,440 3,805,607 17,242,048 － 17,242,048 － 17,242,048 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 13,436,440 3,805,607 17,242,048 － 17,242,048 － 17,242,048 

セグメント利益 549,387 20,266 569,654 － 569,654 － 569,654 

（注）１ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  のれんについては、重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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